
第第33回回中中央央執執行行委委員員会会開開催催
春春闘闘方方針針討討議議及及びび育育児児介介護護休休暇暇制制度度のの学学習習会会をを実実施施

十
一
月
十
四
日
、
十
五
日
の
二

日
間
、
第
三
回
中
央
執
行
委
員
会

を
開
催
、
一
九
春
闘
に
向
け
て
の

方
針
討
議
、
要
求
内
容
の
検
討
等

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
育
児
介
護

休
暇
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
運
動

の
進
ん
で
い
る
関
西
地
方
か
ら
報

告
を
受
け
な
が
ら
学
習
会
を
お
こ

な
っ
た
。

全
港
湾
一
九
年
春
闘
方
針
（
草

案
）
に
つ
い
て

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部
分
と
し

て
、
要
求
額
に
つ
い
て
は
昨
年
同

様
「
基
本
給
一
律
二
〇
、
〇
〇
〇

円
」
を
基
本
に
職
場
討
議
を
行
っ

て
い
き
、
六
五
歳
定
年
要
求
を
最

重
要
項
目
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
労
災
企
業
補
償
の
要
求
額
に

つ
い
て
は
、
特
に
死
亡
一
か
ら
三

級
四
、
〇
〇
〇
万
円
の
部
分
に
つ

い
て
今
春
闘
で
解
決
し
た
い
と
し

た
。そ
し
て
、近
年
続
い
て
い
る
業

側
の
産
別
否
定
の
動
き
に
対
し
て

断
固
た
た
か
っ
て
い
き
た
い
と
し

た
。
方
針
案
の
検
討
は
次
回
十
二

月
中
執
で
と
り
ま
と
め
を
お
こ
な

い
中
央
委
員
会
で
決
定
し
て
い
く
。

全
国
港
湾
一
九
春
闘
方
針
（
草

案
）
に
つ
い
て

一
九
春
闘
賃
上
げ
に
つ
い
て
は

六
％
を
掲
げ
要
求
し
た
い
と
し
て

い
る
。
最
賃
に
つ
い
て
は
、
あ
る

べ
き
賃
金
の
現
行
水
準
一
八
四
、

二
〇
〇
円
と
の
整
合
性
を
目
指
し

た
い
と
し
て
い
る
。

育
児
介
護
休
暇
の
取
り
組
み
に
つ

い
て定

期
全
国
大
会
で
要
望
の
あ
っ

た
育
児
・
介
護
休
暇
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
全
港
湾
と
し
て
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
し
、
取
り

組
み
の
進
ん
で
い
る
関
西
地
方
か

ら
の
報
告
を
受
け
、
学
習
を
お
こ

な
っ
た
。
関
西
地
方
で
は
「
育
児

・
介
護
休
業
制
度
統
一
協
定
の
一

部
改
正
及
び
女
性
組
合
員
の
産
前

・
産
後
休
暇
取
得
に
関
連
し
た
課

題
に
か
か
わ
る
統
一
協
定
書
」
を

締
結
し
て
お
り
、
休
業
に
あ
た
っ

て
の
具
体
的
手
続
き
の
行
い
方
、

給
付
額
や
税
金
面
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

沖
縄
セ
メ
ン
ト
工
業
分
会
闘
争
に

つ
い
て

十
一
月
六
日
付
、
最
高
裁
判
所

第
三
小
法
廷
に
お
い
て
会
社
側
の

上
告
が
棄
却
さ
れ
、
組
合
側
の
勝

訴
が
確
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

確
認
さ
れ
た
。

年
末
年
始
例
外
荷
役
に
つ
い
て

労
使
政
策
委
員
会
に
お
い
て
例

年
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
変
更
点
と
し
て
、
一
月
四

日
を
休
日
扱
い
と
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

（
片
柳
悦
正
）

十
一
月
一
日
か
ら
八
日
に
か

け
、
Ｊ
Ｒ
連
合
松
岡
会
長
を
団
長

に
各
単
組
よ
り
総
勢
二
〇
名
で
イ

ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ

の
交
通
事
情
視
察
と
Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国

際
運
輸
労
連
）
等
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
ロ
ン

ド
ン
で
は
Ｉ
Ｔ
Ｆ
に
て
、
ロ
ブ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
事
務
局
長
を
中
心
に

八
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
大
き
く
六
つ

の
テ
ー
マ
を
中
心
に
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

と
り
わ
け
世
界
共
通
課
題
で
あ

る
①
人
口
減
少
と
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
、
②
機
械
化
、
自
動

化
と
交
通
運
輸
の
将
来
像
に
つ
い

て
、
③
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が

今
後
、
労
働
者
に
も
た
ら
す
影
響

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
日
本
同
様
、
欧
州
に
お
い

て
も
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄

せ
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
で
も
公
共
交
通
な
ど

を
推
進
し
警
鐘
を
鳴
ら
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
港
湾
に
限
ら
ず
全
て
の
輸

送
モ
ー
ド
で
急
激
な
ス
ピ
ー
ド
に

よ
る
自
動
化
や
遠
隔
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
、
民
営
化
、
自
動
化
に

お
け
る
安
全
衛
生
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
実
際
の

そ
こ
に
従
事
す
る
労
働
者
が
困
ら

な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
路
頭
に
迷

わ
な
い
よ
う
影
響
を
最
大
限
に
緩

和
さ
せ
る
こ
と
が
Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
み
な

ら
ず
全
世
界
の
労
働
組
合
の
使
命

で
あ
る
と
の
ま
と
め
が
あ
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
関
心
事
で
あ
る
イ
ギ

リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
影
響
は
計
り
知
れ
な
い

が
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
最
終

的
に
損
を
す
る
の
は
労
働
者
で
あ

る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
議
終
了
後
、
港
湾
部
会

長
と
個
別
で
日
本
の
港
湾
の
自
動

化
・
遠
隔
化
の
状
況
報
告
と
世
界

の
港
湾
に
お
け
る
自
動
化
の
影
響

を
と
も
に
共
有
し
て
い
く
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
あ

る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
（
欧
州
運
輸
労
連
）
と

も
同
様
の
会
議
を
行
い
、
運
輸
産

業
で
働
く
仲
間
の
共
通
課
題
に
つ

い
て
は
万
国
共
通
で
あ
る
と
確
信

し
ま
し
た
。
実
際
に
欧
州
で
は
公

共
交
通
で
の
移
動
体
験
を
行
い
、

ユ
ー
ロ
ス
タ
ー
や
路
面
電
車
、
地

下
鉄
、
連
節
バ
ス
な
ど
に
も
乗
車

し
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
私
た
ち
労
働
組
合
は
、
賃
上

げ
な
ど
具
体
的
労
働
条
件
の
引
き

上
げ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
が

進
め
て
い
る
政
策
が
労
働
者
に
と

っ
て
本
当
に
よ
り
良
い
も
の
と
な

る
の
か
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と

検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
（
真
島
勝
重
）

交交
運運
労労
協協・・第第
二二
二二
次次
欧欧
州州
交交
通通
事事
情情
調調
査査
団団

自自
動動
化化
問問
題題
やや
港港
湾湾
のの
将将
来来
にに
つつ
いい
てて
意意
見見
交交
換換

ロンドンでの会議の様子

ITFのメンバーと交運労協調査団

十
一
月
二
十
一
日
、
二
十
二

日
、
全
国
港
湾
・
港
運
同
盟
の
共

催
に
よ
る
一
八
年
秋
の
中
央
行
動

が
お
こ
な
わ
れ
総
勢
七
八
名
程
が

参
加
し
た
。
二
十
一
日
に
は
国
交

省
、
厚
労
省
、
経
済
産
業
省
、
外

船
協
と
交
渉
を
お
こ
な
い
「
港
湾

政
策
並
び
に
港
湾
労
働
に
係
る
申

入
れ
」、「
港
湾
労
働
政
策
に
係
る

申
入
れ
」
を
お
こ
な
っ
た
。
消
防

庁
、
日
本
貿
易
会
に
つ
い
て
は
二

十
二
日
に
交
渉
を
お
こ
な
い
「
危

険
貨
物
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
申

し
入
れ
」、「
港
湾
労
働
政
策
に
係

る
申
入
れ
」
を
お
こ
な
っ
た
。
ま

た
、
二
十
二
日
に
は
決
起
集
会
を

開
催
、
立
憲
民
主
党
・
森
山
浩
行

衆
議
院
議
員
、
国
民
民
主
党
・
大

島
九
州
男
参
議
院
議
員
、
日
本
共

産
党
・
宮
本
岳
志
衆
議
院
議
員
、

社
会
民
主
党
・
吉
川
は
じ
め
衆
議

院
議
員
よ
り
激
励
の
挨
拶
を
受
け

た
。行

政
交
渉
に
お
い
て
は
、
残
念

な
が
ら
解
決
に
即
繋
が
る
よ
う
な

踏
み
込
ん
だ
回
答
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
組
合
側
よ
り

「
坂
出
港
で
は
国
の
戦
略
港
湾
推

進
の
結
果
、
雇
用
問
題
が
発
生
し

て
お
り
断
じ
て
許
せ
な
い
。
職
域

を
守
る
た
め
に
も
自
動
化
に
は
組

織
を
あ
げ
て
徹
底
抵
抗
す
る
。
タ

ー
ミ
ナ
ル
ゲ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
業
務

は
港
湾
の
職
域
で
あ
り
法
律
の
方

が
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
。
料

金
は
労
働
環
境
を
加
味
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
交
省

は
非
指
定
港
で
あ
る
三
島
川
之
江

港
を
優
遇
す
る
の
か
。
港
湾
労
働

法
の
適
用
拡
大
は
労
使
合
意
事
項

で
あ
り
港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
に

速
や
か
に
盛
り
込
め
。
港
湾
倉
庫

・
特
定
港
湾
倉
庫
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
に

速
や
か
に
盛
り
込
め
。
イ
ン
ラ
ン

ド
ポ
ー
ト
に
も
港
湾
労
働
法
の
適

用
を
せ
よ
。
石
綿
四
者
協
議
の
再

度
開
催
を
求
め
る
。
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
バ
ッ
グ
は
使
用
す
る
こ
と
自
体

が
大
問
題
。
津
波
対
策
で
も
労
働

者
へ
の
対
策
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て

い
な
い
。
労
働
者
を
犠
牲
に
し
な

い
た
め
の
規
制
強
化
を
す
べ
き
で

あ
り
命
を
縮
め
る
政
策
は
止
め

ろ
。
行
政
施
策
に
は
港
湾
の
主
人

公
で
あ
る
べ
き
労
働
者
の
姿
が
全

く
見
え
な
い
」
等
々
と
訴
え
、
改

善
さ
れ
る
ま
で
粘
り
強
く
何
度
で

も
交
渉
し
て
い
く
と
し
た
。

（
片
柳
悦
正
）

大
闘
争
へ
の
決
意
が
た
め
を
！

全
国
港
湾
、秋
の
中
央
行
動
を
展
開

ETFのメンバーと交運労協調査団

冬季一時金闘争、約半数の分会に有額回答
全闘争分会の回答状況
各地方一時金交渉の回答が促進してきた。11月27日現在、闘争分会321分会中、144
分会（44％）に有額回答が示され、そのうち31分会が妥結した。回答額平均は508、
810円（昨年同時期の回答額平均528、675円を19、865円下回っている）、妥結額平均
は537、718円、率は1．73ヶ月となっている。参考までに、2017年冬季一時金妥結額実
績は485、289円であった。

速報分会の回答状況
140分会中、62分会（44％）に有額回答が示され、そのうち17分会が妥結した。回
答額平均は534、236円、妥結額平均は553、152円、率は2．17ヶ月となっている。参考
までに、全港湾の昨年の速報分会冬季一時金妥結額実績は509、061円であった。

東京都大田区蒲田
5の10の2

全日本港湾労
働組合機関紙
（毎月1日発行）

一部20円（組合員の購読料は
組合費の中に含む）

発行責任者

松 永 英 樹

第1341号（昭和24年8月19日
第三種郵便物認可）港 湾 労 働港 湾 労 働（１）２０１８年１２月１日 （昭和25年

国有鉄道扱）
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運運
輸輸
業業
界界
のの
労労
働働
環環
境境
改改
善善
にに
向向
けけ
てて

海海
ココ
ンン
・・
トト
ララ
ッッ
クク
・・
ババ
スス
合合
同同
会会
議議
開開
催催

十
一
月
十
二
日
、
十
三
日
、
東

京
・
日
港
福
会
館
に
お
い
て
中
央

本
部
諸
見
書
記
次
長
を
は
じ
め
各

地
本
か
ら
二
十
四
名
が
結
集
し
第

一
回
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
海
コ
ン
と
ト
ラ
ッ
ク
各

専
門
部
に
分
け
て
分
散
会
形
式
を

と
り
、
一
日
目
は
各
部
門
の
問
題

点
な
ど
掘
り
下
げ
て
議
論
し
二
日

目
に
お
互
い
の
議
論
の
ま
と
め
を

集
約
し
た
う
え
で
来
年
の
行
政
要

請
行
動
に
臨
む
会
議
と
な
り
ま
し

た
。
海
コ
ン
部
門
で
は
畠
山
中

執
、
ト
ラ
ッ
ク
部
門
は
諸
見
書
記

次
長
と
新
妻
中
執
が
担
当
と
な
り

会
議
を
進
め
ま
し
た
。

海
コ
ン
部
門
で
は
国
交
省
よ
り

ド
ラ
イ
バ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

依
頼
が
来
て
お
り
全
港
湾
独
自
の

回
収
方
法
を
と
る
こ
と
。
ま
た
、

畠
山
中
執
か
ら
車
両
制
限
令
違
反

の
実
態
や
長
時
間
労
働
の
法
令
違

反
の
実
態
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
状
態
が
続
く
な
か
労
働
法

制
を
改
正
し
て
本
当
に
守
れ
る
の

か
、
来
春
闘
時
の
行
政
行
動
で
は

厳
し
く
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
部
門
で
は
十
二
月
に
本
部

よ
り
神
戸
支
部
に
出
向
き
議
論
す

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
地
方
か
ら
一
年
間
の
取

り
組
み
と
現
状
報
告
が
さ
れ
、
関

西
か
ら
拡
大
宣
伝
行
動
の
実
施

と
、
台
風
に
よ
る
被
害
状
況
の
報

告
を
行
い
一
日
目
を
終
了
し
ま
し

た
。二

日
目
は
全
体
の
合
同
会
議
を

行
い
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
か
ら
は
①

議
案
書
に
具
体
的
な
方
針
を
記
載

す
る
。
②
労
働
条
件
の
調
査
要

請
。
以
上
二
点
の
意
見
が
上
が
り

執
行
委
員
会
で
議
論
し
進
め
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
春
闘
時

に
行
う
行
政
行
動
の
要
請
文
の
中

身
と
、
海
コ
ン
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の

運
動
方
針
に
つ
い
て
各
地
方
に
持

ち
帰
り
さ
ら
に
議
論
す
る
提
案
が

さ
れ
合
同
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
阪
神
支
部
副
委
員
長松

本
栄
二
）

トト
ララ
ッッ
クク
分分
散散
会会
をを
初初
開開
催催

十
一
月
十
二
日
、
中
央
本
部
に

て
ト
ラ
ッ
ク
部
門
に
限
定
し
た
ト

ラ
ッ
ク
分
散
会
会
議
が
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
方
か
ら
の
報
告
の
中
で
、

労
働
力
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
不
足
、

運
転
時
間
や
拘
束
時
間
の
超
過
、

地
方
と
の
賃
金
格
差
な
ど
の
問
題

点
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
大

き
な
問
題
点
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク

労
働
者
の
組
合
運
動
に
対
す
る
理

解
や
意
識
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
港
湾
労
働
者
と
ト

ラ
ッ
ク
労
働
者
間
の
賃
金
・
労
働

条
件
に
於
い
て
か
な
り
の
格
差
が

あ
り
、
中
央
本
部
と
し
て
ト
ラ
ッ

ク
の
労
働
条
件
の
現
状
把
握
が
不

十
分
で
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
に
対
す

る
運
動
方
針
が
明
確
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
の
労

働
条
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
と
調
査
結
果
を
基
に
運
動
方
針

を
明
確
に
打
ち
出
し
、
組
合
運
動

に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
組
織
の
拡
大
に
も
繋

が
る
具
体
的
な
運
動
方
針
の
確
立

が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
分
散

会
方
式
で
の
議
論
の
充
実
を
図

り
、
運
動
の
前
進
を
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
八
戸
通
運
支
部

吉
田
一
夫
）

一
九
回
目
を
迎
え
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨

界
事
故
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
二
四
号
の
影
響
で
遠

方
の
支
部
の
参
加
が
取
り
止
め
と

な
り
ま
し
た
が
、
全
港
湾
東
北
地

方
青
年
婦
人
部
と
し
て
三
一
名
で

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
集
会
で
は
大
き
く
変
わ

っ
た
点
が
二
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
、

集
会
中
に
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
報
告
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
、
そ
れ
に
加
え
全
港
湾
が
デ
モ

行
進
の
最
前
列
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
茨
城
平
和
擁
護
県

民
会
議
事
務
局
長
相
楽
様
の
お
力

添
え
あ
っ
て
の
も
の
で
し
た
。
相

楽
様
と
は
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
集
会

や
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン
茨

城
行
動
、
地
元
で
の
反
原
発
集
会

な
ど
で
お
世
話
に
な
り
、
ひ
た
ち

支
部
青
年
女
性
部
の
発
信
の
元
、

茨
城
平
和
擁
護
県
民
会
議
の
協
力

を
い
た
だ
き
実
現
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

報
告
で
は
、
前
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
に
参
加
し
た
ひ
た
ち
支
部
部
長

の
古
内
か
ら
約
六
分
間
の
報
告
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
モ
行
進

で
は
全
港
湾
が
最
前
列
で
横
断
幕

を
持
ち
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
集
会
で

一
番
勢
い
の
あ
る
行
進
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
台
風
の
影
響
で
終

盤
本
降
り
の
雨
が
降
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
は
様
々
な
集
会
に
参
加

し
、
自
分
の
知
識
を
蓄
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
主
で
し
た
が
、
今

回
の
集
会
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら

は
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
地
元
の

運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
の
報
告
の
中
で
も
地
元
の

運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
発
言
が
あ
り
、
他
団
体
と
の

連
帯
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
世
代

は
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
と
き
、
ま

だ
小
さ
く
よ
く
覚
え
て
い
な
い
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

覚
え
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
何

も
し
な
い
で
は
何
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
が
次
の

世
代
の
た
め
力
を
合
わ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
他
支
部
・
他
団
体

と
の
団
結
を
よ
り
一
層
深
め
、
地

元
で
の
運
動
を
更
に
活
発
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
北
地
方
ひ
た
ち
支
部
青
年

女
性
部
書
記
長

藤
枝
知
博
）

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
一
九
周
年
集
会

全
港
湾
が
デ
モ
行
進
の
先
頭
で
奮
闘

第
一
回
地
方
港
対
策
会
議

皆
で
情
報
共
有
化
し
、
魅
力
あ
る

誇
れ
る
港
湾
労
働
に
し
て
い
こ
う

十
一
月
二
十
日
、
第
一
回
地
方

港
対
策
会
議
を
開
催
し
た
。
全
港

湾
は
地
方
港
の
組
合
員
が
多
数
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
課
題
は

様
々
あ
る
が
地
方
港
か
ら
問
題
提

起
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し

て
、
秋
田
港
や
坂
出
港
で
の
雇
用

職
域
問
題
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
に
代
表
さ
れ

る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
再
編
に
伴
う

各
港
の
就
労
状
況
等
を
議
論
、
全

港
湾
が
全
国
港
湾
の
産
別
運
動
の

要
を
担
う
べ
く
課
題
点
を
整
理
、

情
報
交
換
し
た
。

そ
の
中
で
「
各
地
で
起
き
て
い

る
問
題
は
い
ず
れ
自
分
た
ち
に
返

っ
て
く
る
問
題
。
日
本
の
港
湾
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
、
世
界
に
向

け
て
大
き
な
視
点
で
も
の
を
見
る

必
要
が
あ
る
。
今
の
こ
と
だ
け
、

自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
良
け
れ
ば
・

・
・
で
は
資
本
に
は
勝
て
な
い
。

み
ん
な
で
考
え
議
論
し
納
得
す
る

こ
と
が
必
要
。
か
つ
て
の
魅
力
あ

る
港
湾
労
働
を
振
り
返
っ
て
ほ
し

い
。
港
湾
労
働
法
を
つ
く
っ
て
き

た
全
港
湾
の
労
働
者
の
誇
り
を
も

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
や

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
安
定
化
協
議
会
を
積
極
的
に
開

催
し
活
用
す
べ
き
」、「
長
年
の
共

同
雇
用
の
理
念
を
実
現
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
。
関
門
で
の
共
同

雇
用
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
べ

き
」、「
地
方
の
業
者
・
労
働
者
が

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
○
○
○
社

は
す
ご
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
評

判
に
な
り
荷
主
・
ユ
ー
ザ
ー
は
よ

り
良
い
方
へ
と
必
ず
動
い
て
い

く
。
誇
れ
る
仕
事
を
し
て
い
く
こ

と
が
評
価
に
な
り
新
規
参
入
の
歯

止
め
に
な
る
」
等
々
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
情
報
の
共
有

化
を
は
か
り
、
共
同
雇
用
を
一
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
魅
力
あ
る

港
湾
労
働
を
皆
で
つ
く
っ
て
行
く

こ
と
を
確
認
し
会
議
を
終
了
し
た
。

各
港
で
日
頃
起
き
て
い
る
�
あ

ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
�
を
本

部
に
も
是
非
届
け
て
ほ
し
い
。

（
片
柳
悦
正
）
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